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日琉祖語の子音連結

尹　熙洙

総合研究大学院大学 博士後期課程／国立国語研究所 共同研究員

要旨
従来の研究では，日琉祖語は上代日本語と同様に，単純な音節構造を持つ言語として再建されて
きた。しかし，上代日本語の内的再建，特に形容詞のク活用とシク活用パラダイムの比較からは，
日琉祖語の段階で子音間の母音が脱落する音変化が広く生じ，その結果として日琉祖語には多くの
子音連結が存在したことが示唆される。本稿では，母音脱落及び子音連結が再建できる語の具体例
を挙げながら，日琉祖語の子音連結がどのように反映されるかを考察する。
また，本稿では母音脱落のパターンがアクセント体系における高起式と低起式の区別に関連して
いる可能性を提示し，母音脱落と式の両方が先日琉祖語における強勢配置に由来する可能性を提案
する *。

キーワード：日琉祖語，上代日本語，内的再建，母音脱落，子音連結

1. はじめに

1.1 本稿の背景と位置づけ

日琉祖語は，日琉語族に属する全ての言語の共通の祖先として定義される。研究史の流れから，
日琉祖語は日本語と琉球諸語の間の直接的な比較によって導き出されたのではなく，まず上代日
本語の内的再建によって 4つの母音 *i, *u, *ə, *aを持つ祖語を再建してから，琉球諸語のデータを
参照して *iと *uをそれぞれ更に *i~*e, *u~*oに分けるなどの修正を加えたものになっている（Pellard 

2024: 40–42）。したがって，本稿でも「主として日本語の内的再建によって得られた祖語で，必
要に応じて琉球諸語データを参照して調整を行ったもの」の意味で「日琉祖語」の用語を用いる。
現在広く認められている再建体系では，日琉祖語の子音は 9つ（Frellesvig 2010: 41–42, Pellard 

2024: 45–51），母音は上述の通り 6つとなっている。その音素目録は，以下のようである。

（1）  a. 子音 : *m, *n, *p, *t, *k, *s, *r, *w, *j

   b. 母音 : *i, *e, *a, *ə, *o, *u

しかし，当然ながら（1）のような再建が完全であるわけではなく，先行研究ではより多くの
現象を説明するために上記の音素目録を拡張することが提案されてきた。例えば，Frellesvig and 

Whitman（2004）は，日琉祖語に 7つめの母音 *ɨを再建することによって，日琉祖語 *Cəi（Cは
任意の子音）>上代中央日本語 Cë~Cïという 2つの反映を説明できる（*Cəi > Cëのみを認め，Cï

* 本稿は 2024年 4月 23日に第 270回 NINJALサロンにて発表した内容をもとにしている。また，本稿は国
立国語研究所の共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」（プロジェクトリーダー：浅原
正幸）のサブプロジェクト「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研究」
（プロジェクトリーダー：五十嵐陽介）及び JSPS科研費 JP24KJ1152の成果の一部である。
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になるものに対しては *Cɨiを再建する）と同時に，中期朝鮮語との音韻対応も規則的になるこ
とを指摘した（言語の名称や語形の表記については 1.2参照）。また，Unger（2008）は，*w, *jの
代わりに *b, *dを再建する有声阻害音弱化説の立場から，弱化しない *g > ᵑgを説明するために，
*gに加えて *ŋを再建する（*gは Øに弱化し，*ŋが ᵑgになる）ことを提案している。しかし，
このような提案は朝鮮語との比較や漢字音の対応規則などといった外部的な要素を視野に入れた
ものであり，新しい音素の設定を裏づける内部的な根拠が不十分であったため，定説の地位を得
るには至っていない。
本稿では，新しい音素を追加するのではなく，従来の再建において濁音の由来として想定され
た *NC（Nは任意の鼻音）に加えて，より多くの子音連結を許容するように音素配列の制約を
緩和することによって日琉祖語の再建体系を拡張する。本稿の枠組みでは，これらの（*NC以
外の）子音連結は本来（再建できる最も早い段階から）語根に含まれていたのではなく，子音で
終わる形態素と子音から始まる形態素の連結によって，または子音間における母音の脱落によっ
て生じたものとされる。母音脱落のパターンは，後のアクセント体系における高起式と低起式の
区別に関連していることが示唆されるが，母音脱落の具体的な条件は，現段階ではまだ特定でき
ていない。

1.2 言語の名称と表記

本稿では，主として『万葉集』巻 14・巻 20に収録された歌に見られる，非中央的特徴を持つ
上代日本語の諸方言を「上代東国日本語」と称する。この伝統的な定義について Kupchik（2023: 

1）は，「上代東国日本語」が一つの方言連続体を形成しないことを指摘し，伝統的に上代東国日
本語と呼ばれてきた諸方言のうち，遠江国・駿河国・信濃国の方言を Töpo-Suruga Old Japanese（上
代中部日本語？），それ以外を Eastern Old Japanese（上代東部日本語？）としている。しかし，
本稿では便宜上これらを区別せず，代わりに上代東国日本語の歌を引用するときは国名を記載す
る。また，飛鳥・奈良を中心とする上代日本語の中央的方言を「上代中央日本語」と呼ぶ。
上代日本語の実用表記として，上代特殊仮名遣の甲類音節の母音に曲折符号（◌̂），乙類音節の
母音に分音符号（◌̈）をつけて区別する。濁音が前鼻音的要素を持っていたとされる言語の語形
においては，同器官的鼻音の上付き文字で前鼻音的要素を表し，濁音を ᵐb, ⁿd, ⁿz, ᵑgのように表
記する。斜体は実用表記であることを表す。

2. 子音間における母音の脱落

2.1 母音脱落の定義

本稿が提案する子音連結の起源の一つは，母音の脱落である。ここで言う母音脱落とは，上代
日本語の V1V2（V1, V2はそれぞれ任意の母音）> V1または V1V2 > V2のような，母音衝突（hiatus）
を回避するための母音脱落ではなく，C1VC2 > C1C2 > C2（C1に鼻音の要素がある場合は濁音
ⁿC2）のようなものである。本稿では母音衝突の母音脱落と区別するために，必要な場合はこれ
を「子音間の母音脱落」と呼ぶ。この子音間の母音脱落は，上代日本語においては主に形態素境
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界に隣接する音節の狭母音が脱落する例が知られている。その例として，Erickson（2004: 499–

500）は以下の 7語を挙げている（下線は脱落箇所）。

（2）  a. amî「網」+ pîk-î「引く-nmlz」> aᵐbîkî「網で魚を捕ること」
   b. paya-pîtö > payatö「隼人」
   c. kîᵑgîsi > kîⁿzi「雉」
   d. mura「村」+ nusi「主」> muraⁿzi「連（姓）」
   e. nurite > nute「鐸」
   f. nusum-î「盗む-nmlz」+ pîtö「人」> nusuᵐbîtö「泥棒」
   g. osi-saka > osaka「忍坂（地名）」

このような母音脱落は，現存する上代日本語の言語資料からは散発的であるように見えるが，
（2d）と同じ後部要素 nusi「主」を共有する tôⁿzi「主婦」（前部要素は tô「戸」），（2e）と音韻環
境が非常に似ている pumî「文」+ te「手」> puⁿde「筆」などの例が知られており，それらの例を
考えると，本来はある程度の規則性があったと考えられる。
しかし，（2）の例だけでは，子音間の母音脱落の本質を把握することはできない。まず，（2）
の例の一部は，日琉祖語の時代に完了した母音脱落ではなく，上代日本語以降の二次的な変化の
可能性がある。また，（2）の 7語においては，脱落した母音が全て狭母音であるため，この音変
化を特定の条件で狭母音が削除される規則としてとらえることも可能である。2.2では，上代日
本語の形容詞活用の内的再建によって，日琉祖語の段階でも既に母音脱落が生じていたこと，そ
して日琉祖語の母音脱落が狭母音に限られた音変化ではないことを示す。

2.2 母音脱落と上代日本語の形容詞活用の内的再建

上代日本語の形容詞は，ク活用とシク活用に分けられる（Frellesvig 2010: 80–81, Vovin 2020: 390

などの記述参照）。ク活用形容詞 taka-「高い」とシク活用形容詞 kanasi-「悲しい」の代表的な活
用形を以下に挙げる。

（3）      ク活用    シク活用
       taka-「高い」  kanasi-「悲しい」
   終止形 taka-si     kanasi

   連体形 taka-kî     kanasi-kî

   連用形 taka-ku     kanasi-ku

一般的に（3）の活用体系は，終止形の語尾が -si，連体形の語尾が -kî（<日琉祖語 *-ke）1，そ
して連用形の語尾が -kuであるという風に分析され，シク活用形容詞は語幹が siで終わる形容詞

1 主に上代東国日本語に見られる連体形語尾 -kê~-këとの比較から，日琉祖語 *-keが再建される（Frellesvig 
and Whitman 2004: 286, Vovin 2020: 416）。
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であり，語幹が siで終わる場合に限っては終止形語尾 -siの代わりに，その異形態 -Øが現れる
という解釈が行われている（例えばMartin 1987: 51, Vovin 2020: 390）。
しかし，そのような解釈では説明できない点がある。一つは，名詞とク活用形容詞の語根から
なるシク活用形容詞語幹の存在である。（4）にその例を挙げる。

（4）  a. ura「心」+ yö-「良い（ク活用）」= uresi-「嬉しい（シク活用）」
   b.  tökî「時」+ na-「無い（ク活用）」= tökîⁿzi-「季節を知らない（シク活用）」

（4a）は，Martin（1987: 843）などに見られる伝統的な語源説である。（4b）は，左辺と右辺の
終止形をそれぞれ比べると，（5）に示したように右辺は左辺から下線部の母音を除いたものに対
応しており，（4a）と平行的な関係にあることがわかる。

（5）  a. ura + yösi = uresi（e < *ai）
   b. tökî + nasi = tökîⁿzi（ⁿz < *ns）

（5）の対応関係から，ク活用とシク活用の区別は本来存在せず，活用語尾の部分で母音脱落が
生じた形容詞がク活用，生じていない形容詞がシク活用になったという風に再建することができ
る。以下では，脱落する母音に抑音符号（◌̀）をつけて表す 2。

（6）      形容詞語根単独の語幹   名詞と形容詞語根からなる語幹
   終止形 *jəsi > yösi								         *ura-jə̀si > *urajsi = *uraisi > uresi

   連体形 *jəsìke > *jəske > yökî     *ura-jə̀sike > *urajsike = *uraisike > uresikî

   連用形 *jəsìku > *jəsku > yöku	     *ura-jə̀siku > *urajsiku = *uraisiku > uresiku

   終止形 *nasi > nasi         *təki-nàsi > *təkinsi > tökîⁿzi

   連体形 *nasìke > *naske > nakî    *təki-nàsike > *təkinsike > tökîⁿzikî

   連用形 *nasìku > *nasku > naku    *təki-nàsiku > *təkinsiku > tökîⁿziku

このような再建体系では，uresi-, tökîⁿzi-がク活用にならないことを，*ura-jə̀sìke, *təki-nàsìkuの
ように隣接する 2つの音節の母音が両方脱落することは不可能という規則を想定することによっ
て説明することができる 3。
以上の仮説を採ると，母音脱落は母音の種類（vowel quality）ではなく，位置（語の何音節目
に当たるか）によって条件づけられるということになる。例えば，狭母音の *iだけではなく，
中段母音の *əや広母音の *aでも，脱落する位置（以上の例では，3音節を超える語の第 3音節）
であれば，脱落する。第 3音節における母音脱落の傾向は，（7）の琉球祖語の例からも確認でき
る。

2 現時点では，母音脱落の条件が完全に把握されていないため，これは結果論的な表記である。
3 例えば，強勢音節の直前の非強勢音節の母音が脱落するという規則，または強勢音節の直後の非強勢音節
の母音が脱落するという規則（本稿の第 4節でもそのような体系を試みている）を考えれば，隣接する 2つ
の音節の母音が両方脱落することはない。
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（7）  *itoma「暇」+ *na-「無い（ク活用相当）」= *itonasi-「忙しい（シク活用相当）」

琉球祖語 *itonasi-は，日本語 itona-に対応する語で，『おもろさうし』巻 5に「いちよなしや」
（*ˀitɕuna-ɕa < *itonasi-sa）という形で在証される。「忙しい」に含まれる *ito-と *itomaの不一致を，
後者を *ito-ma「暇-時間」のような複合語として分析することによって簡単に解決できるように
見えるが，そのような語源説は比較によって支持されない。琉球祖語 *itomaは，上代中央日本
語 itôma，上代東国日本語 iⁿduma（万葉集 20.4327 遠江）に対応するが，上代遠江方言では
*kaju-ap- > kayup-「通う」のように *ua > uの変化を想定できるため（上代駿河方言に関する
Kupchik 2011: 116の提案を参照），これらの語は日琉祖語 *ituamaに遡るものとするのが妥当であ
る。この *ituamaの語源は定かではないが，可能性として *itu-ama「仕事？-余り？」のようなも
のが考えられる（*itu-「仕事」は iti「市」の被覆形相当？）。いずれにしても，日本語の itona-

や琉球祖語の *itonasi-の前半を説明するためだけに *ituamaを *itua-maとするのは循環的である。
一方で，（7）のような母音脱落による説明は，（6）と同じ第 3音節の母音脱落によって *itonasi-

という形を予測することができる 4。
また，（7）の例は，（6）の母音脱落の位置が「後部要素の第 1音節」ではなく「語の第 3音節」
であることを示す重要なデータでもある。多くの形容詞は 2音節の語幹を持つため，「3音節を
超える語の第 3音節母音は脱落する」のような規則だと，語尾に母音脱落が生じ，ク活用になる
ことが予測される。
（3）の活用形の母音脱落仮説に基づいて再建された祖形は，以下のようになる。

（8）      ク活用     シク活用
       *takas-「高い」  *kanas-「悲しい」
   終止形 *takas-i     *kanas-i

   連体形 *takas-ìk-e    *kanas-ik-e

   連用形 *takas-ìk-u    *kanas-ik-u

この仮説では，語幹末子音 *sを認めることで，終止形語尾を動詞 ar-「ある」と同じ *-iにす
ることができるようになり，-siという活用語尾を想定する必要はなくなる 5。また，連体形と連
用形は *-ik-の部分が共通しているので，それを一つの形態素として分離することができる 6。こ

4 ただ，3音節の語幹を持つ（6）の 2語とは違って，（7）は 4音節の語幹を持つので，第 3音節の母音と活
用語尾（第 5音節）の母音が両方脱落することも可能であるように見える。ク活用の日本語 itona-と，シク
活用相当の琉球祖語 *itonasi-の違いは，第 5音節の母音脱落の有無によって説明できる。
5 動詞 ar-と形容詞は，状態を表す意味を持つという共通点がある。また，形容詞の連用形が古くは名詞化と
して使われていたことが『古事記』の tökiⁿziku nö kaᵑgu nö könömïのような用例からうかがえるが（Frellesvig 
2010: 86），名詞化の -akuが ar-の形容詞的な連用形 *ar-ìk-uに由来する可能性があり，ar-と形容詞の活用の
間には，ある程度の平行性が観察される。
6 上代日本語 pasikêyasi~pasikîyasi~pasikîyösiは，その原形として *pas-ik-e ajas-i「愛しくて特別な」を想定するべ
きである（pasikîyösiは *pas-ik-e jəs-iという別の形に由来する可能性もあるが，恐らく pasikêyasi~pasikîyasiの語
源が忘れられてから，意味が通じるように後半を「良い」に修正したものと考えられる）。この語においては，
連用形が期待される位置に連体形相当の形 *pas-ik-eが出現し，連体形と連用形が本来は共通する機能を持っ
ていたことを示唆する。
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のように，母音脱落仮説は，上代日本語の形容詞活用の体系をより合理的に説明できるという利
点を持つ。

3. 母音脱落に由来する子音連結を持つ語の例

子音の間における母音脱落を設定すれば，その結果として必然的に子音連結が生じることにな
る。したがって，語源説によって母音脱落が想定される箇所には子音連結の存在が期待され，逆
に子音連結の存在から母音脱落を再建することもできる。本節では，母音脱落に由来する子音連
結を持つ語の例を挙げながら，その子音連結の反映について述べる。

3.1 否定の接頭辞 *na-とその母音脱落形 *n- < *nà-

上代日本語の濁音は日琉祖語 *NC（Nは鼻音 {*m, *n}，Cは阻害音 {*p, *t, *k, *s}）に由来するこ
とが知られている。上代日本語の継承語には，濁音から始まる語は殆ど存在せず（Frellesvig 

2010: 43），これは語頭に子音連結を持つ語根が存在しなかったからと考えられる。しかし，例外
として形容詞 ᵑgötö-「同じようである」の存在が知られているため，ᵑgötö-の語頭濁音 ᵑgを説明
する必要がある。
日本語には「別であること」を意味する名詞 kotoがあり，上代日本語においても kötö niの用

例が見られる 7。上代日本語では，形容詞の語幹が繫辞 n-の活用形 nö, niなどとともに使われるこ
とが多く（Vovin 2020: 377），「別であること」は形容詞的な意味であることから，この kotoは本
来形容詞語幹 *kətəs-「別である」に由来する可能性が高い。
また，上代日本語には動詞の連用形について禁止を表す接頭辞 na-があり，主に -söと一緒に
使われ，接周辞 na-...-söをなす（Vovin 2020: 512–513）。接頭辞 na-は，-söを伴わずに単独で使
われる場合でも連用形接続であるが，söは se-「する」と同根とされるため，本来は連用形 + sö

が命令の意味を持ち（英語 do Vのように），na-は否定・命令の両方を表すのではなく，否定の
機能だけを持っていたと考えるのが妥当であろう。日琉祖語において否定の接頭辞 *na-を再建
することによって，以下の形が説明できるようになる。

（9）  a. *nà-kətəs- > *nkətəs- > ᵑgötö-「同じようである」
   b. *nà-s-u > *ns-u > -ⁿzu

   c. *nà-n- > *nn- > -n-

まず，ᵑgötö-「同じようである」と *kətəs-「別である」は逆の意味を持っているので，（9a）の
ように前者を後者の否定形とすることによって，語頭の濁音 ᵑgを説明することができる。（9b）
と（9c）は，上代日本語における動詞の否定形式に見られるものである。従来の再建では，否定
を表す -an-を想定し，-aⁿzuは -an-の連用形 -an-iに se-「する」の終止形 suがついた形として

7 「殊」（万葉集 7.1314）「殊異」（万葉集 12.3099）と書かれ，表音表記の例はないが，CoCoの語は CöCöが多
いことが知られているため，kötöとみなすことができる。
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分析されてきた。しかし，上代日本語で否定の意味を持つ様々な形式のうち，語頭に表れること
ができる形容詞 na-「無い」と禁止の na-はいずれも子音 nから始まるので，従来 -an-とされた
ものについても，-aと n-を分け，前者は動詞の活用語尾，後者は独立した否定の意味を表す形
式に属していたものと考えるのがより自然であると言える。

（10）  従来の分析
   a. sir-an-i s-u「知る-neg-inf する-ind」> sir-aⁿzu

   b. sir-an-u「知る-neg-attr」
   c. sir-an-i「知る-neg-inf」
（11）  否定の接頭辞 *n- < *nà-を想定
   a. *sir-a nà-s-u「知る-ptcp neg-する-ind」> *sir-a ns-u > sira-ⁿzu

   b. *sir-a nà-n-o「知る-ptcp neg-cop-attr」> *sir-a nn-o > sira-nu

   c. *sir-a nà-n-i「知る-ptcp neg-cop-inf」> *sir-a nn-i > sira-ni

3.2 子音交替 m~nと子音連結 *mj

日琉諸語には，特に語頭において，m~nの子音交替を示す語が多数存在する。例えば，上代中
央日本語の nipa「庭」や nipî「新しい」は，それぞれ琉球祖語 *mi[w]a, *mi[w]iに対応する。同様
に，日本語 nina「川蜷」は琉球祖語 *minaに対応し，上代中央日本語にも枕詞 mîna nö wataの一
部として mînaの形が見られる。また，『古事記』歌謡の mîpôⁿdöri「カイツブリ」に対して『万葉
集』の nipoⁿdöriのように，上代中央日本語の中でも文献によって子音が異なるものもある。
この m~n交替に似たような現象として，日本語の n~d~y交替がある。例えば，「避ける」を意
味する nok-, dok-, yok-，「捩じる」を意味する nedi-, (detti-?), yodi-がその例である。特に「捩じる」
の場合は modi-という形もあり，m~nを含む m~n~d~yの交替になっている。この 4つの子音（m, n, 

d, y < *m, *n, *ⁿd, *j）の中で，*jだけが唯一歴史的に鼻音的要素を持っていなかったので，yから始
まる形を本来のものとし，残りは *mから始まる接頭辞がついた形に由来すると考えられる。具
体的には，「避ける」「捩じる」の場合，その意味が体を（または体の一部を）動かすことに関連
していたと考えると，mï「身」の被覆形 mu-がついた形を再建することができる。

（12）  *jək- > yok-

   *mù-jək- > *mjək- > nok-~dok-

「庭」「新しい」「川蜷」「カイツブリ」の例では，yから始まる形が見られないので，*mjは接
頭辞ではなく語根内の母音脱落によって生じたものと考えるべきである。特に，「庭」「新しい」
「カイツブリ」の 3語は，高起式のアクセントを持ち，mîp~nipから始まるので，共通の語根を持
つ可能性が考えられる。
まず，中古日本語 nifakaや，上代東国日本語 nipasi-（万葉集 20.4389 下総）の存在から，この

語根に「新しい」だけではなく「急に」「突然」の意味があったことは明らかであるが，「カイツ



196 尹　熙洙／国立国語研究所論集 29: 189–202 (2025)

ブリ」は速い動きを特徴とする鳥で，その属名 Tachybaptusも古代ギリシャ語の ταχύς「速い」と
βάπτω「水に入る」から命名されている。上代中央日本語 mîpôⁿdöri~nipoⁿdöriには，töri「鳥」の
連濁形 -ⁿdöri が含まれているように見えるが，上代中央日本語では，この語は常に
mîpôⁿdöri~nipoⁿdöriとして使われ，mîpô~nipoの部分が単独で現れることはない。したがって，
mîpôⁿdöri~nipoⁿdöriは語根 mîp-~nip-「突然」と woⁿdör-i「飛び跳ねる-nmlz」からなる複合語で，「急
に動き出す鳥」の意味であると考えることができる。
「新しい」と「急に」「突然」の意味的関連性は明白なので，残りは「庭」だけであるが，母音
脱落仮説の観点からは *mip-~nip- < *mjip- < *mV̀jip-であることが予測されるため，この語根は
möye-「芽ぐむ」と *məj-の部分を共有する可能性がある。つまり，「芽生えたばかりの」という
本来の意味から，「植物が生えている空間」を意味する名詞化「庭」が派生した後，語根そのも
のは「新しい」「突然」への意味変化を経験したと考えられる。

3.3 子音連結 *mjと「虹」―二重母音 *ioの反映

「虹」は，中古日本語 niⁿzi，上代東国日本語 nôⁿzi（万葉集 14.3414 上野），琉球祖語 *noⁿdziの
ほか，現代日本語の諸方言に myooziのような形が広く分布する（国立国語研究所 1974: 27）。こ
の myooziを 3音節形 *mijoⁿzi < *mijoNsiのような形に遡るものと仮定すると，2音節形の niⁿzi, 

noⁿzi, *noⁿdziは，自然と第 1音節母音脱落形 *mìjoNsi > *mjoNsiに由来するということになる 8。例
えば，中央方言においては以下のような変化が考えられる。

（13）  *mìjoNsi > *mjoNsi > *nioNsi >中古日本語 niⁿzi

3.2では，上代中央日本語で *mj > mを示す語の例として mîna（nö wata）と『古事記』の
mîpôⁿdöriを挙げたが，前者は枕詞で，後者の場合は『万葉集』に nipoⁿdöriが見られる。つまり，
上代中央日本語で *mj > mの反映は，化石化した形や保守的な表記の文献に限られ，一般的には
*mj > nになっていたと考えても良いはずである。
また，（13）では，中央方言において日琉祖語 *io > iの変化を仮定した。これは，Ramsey and 

Unger（1972: 291）によって提案された *iu > i~yuの再建を継承し，*uの部分を *oに修正したも
のである。Ramsey and Unger（1972）は，ik-~yuk-「行く」のような交替を説明するためにこの
*iuの再建を提案したが，本稿では *ioが直接的に i~yuになったわけではなく，語頭において *io

と *joの区別が難しかったため，*ioが散発的に *joに崩壊（decay）し，通常の中段母音上昇によっ
て yuになったという風に考える。
二重母音 *ioの再建は，上代日本語 i「50」の存在によっても支持される。この語は非常に短く，

mîsô「30」や yasô「80」などと共通する部分は見られないが，i「50」< *i-oを再建することによっ

8 現代諸方言の myoozi系の形には，bや z（< *d）で始まるものもあり，これらは各地域の基層方言における
*mjの反映に影響されている可能性がある。3.2の dok-, detti-参照。このように，日本語において *mjの反映
が濁音になる最も古い例としては，『日本書紀』歌謡に見られる ⁿderap- = nerap-「狙う」がある。「狙う」は，
「視線が集まる」という意味で *mà-jər-ap-「目-寄る-iter」のような語源を仮定すると，*mjから始まる祖形
*mjərap-が再建される。
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て，*mis-oや *jas-oと共通する *-o「×10」を分離することができる 9。更に，母音脱落仮説の観点
からは，töwo「10」も *pìtə-o「1×-10」> *ptə-oの反映として説明される。

3.4 子音連結 *mjと「猫」―上昇三重母音（rising triphthong）の反映

「猫」は，日本語 ne-ko，琉球祖語 *majoである。アイヌ語の一部の方言には meko「猫」という
語が見られるが，ne-koとの語形の類似から日本語の古い方言形 *me-koの借用と考えられるため，
*me-koと ne-koは m~nの子音交替の例の一つになる。
母音脱落仮説の観点からは，*me~neは *mjVに遡るので，*me~neは *majoの第 1音節母音脱落
形 *màjo > *mjoとして説明できるように見える。しかし，中央方言で *mjo > *nio > niが予測され
るため（3.3），そのような再建はできない。一方で，アイヌ語の「猫」を意味する語には
cápe~cappeがあり（服部 1964），「散らかす」を意味する語根 carに名詞化の -peがついた形に見え
る。もしこれが日琉祖語からの翻訳借用（またはその逆）であれば，日本語の「猫」は上代中央
日本語 mayôp- < *maju-ap-「ほつれる」と同根の可能性がある（本来の意味は「乱れる」？）。し
たがって，本稿では *majua「猫」を再建する。この *majuaの第 1音節母音脱落形は，*mjua > 

*niuaのように三重母音を持つことが予測されるが，上昇三重母音 *V1V2V3（V1と V2は狭母音）
が *V1V3に崩壊するとすれば，*niua > *nia > neになり，ne-koの neと一致する。
このような *iua > *iaの仮定は，「猫」を説明するためだけのものではない。例えば，sakêᵐb-「叫
ぶ」の後半を yôᵐb-「呼ぶ」とする語源説があるが（Martin 1987: 746），これもまた *sak-juaNp- > 

*sakiuaNp- > *sakiaNp- > sakêᵐb-という風に説明できる。

3.5 子音連結 *mjと「恨む」―曲折三重母音（rising–falling triphthong）の反映

上代日本語において，感情を表すシク活用形容詞と上二段活用動詞の間には，（14）のような
対応関係がある。

（14）  a. kôposi-, kôpï- < *k[o]pos-, *k[o]poi-「恋しい（恋しく思う）」
   b. saᵐbusi-, saᵐbï- < *saNp[u]s-, *saNp[u]i-「寂しい（寂しく思う）」

一方で，uramêsi-「恨めしい」と urami- 「恨む」< *uramï-は対応しないように見える。しかし，
母音脱落仮説では，*ura-mjas-, *ura-mjai- < *ura-mòjas-, *ura-mòjai-を再建することによって，この
不一致を解決することができる。まず，urami- < *ura-mòjai-「恨む」は「心-燃える」の意味にな
るので，意味的な蓋然性が高い。また，uramêsi- < *ura-mòjas-「恨めしい」は，形容詞語幹で第 3

音節母音脱落を経験しているということになるので，2.2で述べた傾向と一致する。

（15）  a. *ura-mòjas- > *ura-mjas- > *uramias- > uramêsi-

   b. *ura-mòjai- > *ura-mjai- > *uramiai- > *uramï-

9 misoⁿdiのような濁音形の存在から，*-oではなく鼻音で終わる *-oNで，周辺の諸言語と比較できる可能性
がある（中世韓国語 -on~-un「×10」やアイヌ語 wan「10」など）。
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この例からは，以下の二つの点が確認できる。一つは，母音の間の *mjは，語中の *mjとは違っ
て，中央方言で nに変化せず，mの反映を示すという点である。もう一つは，曲折三重母音
*V1V2V3（V1と V3は狭母音）は *V2V3に崩壊するという点で，同様の崩壊が観察される他の語の
例として suᵑgï-「過ぎる」が挙げられる。
上代中央日本語 suᵑgus-「過ごす」と suᵑgï-「過ぎる」は，kôs-「越す」と kôye-「越える」にそ

れぞれ意味的に近いことから，kôs-, kôye-に接頭辞 *suN-がついた形という語源説が考えられる。
その場合，*suN-kos- > suᵑgus-の再建には問題がないが，*suN-kojVi- > suᵑgï-は母音脱落を想定す
る必要がある（*suN-kòjVi- > *suNkjVi- > *suNkiVi > suᵑgï-）。ここで，*NkiViが上代中央日本語
ᵑgïになるためには，*V1V2V3 > *V2V3に崩壊しなければならない。

3.6 子音連結 *tjと「力」―二重母音 *ioのもう一つの反映

『類聚名義抄』のアクセント表記では，tikara 3.3 HLL「力」のアクセントが miⁿdukara 4.3 

HHLL，teⁿdukara 4.10 LHLL?「自分で」の後ろの部分と一致する。意味的にも「自分の体の力で」
という風にとらえられるので，miⁿdukara, teⁿdukaraの -ⁿdukaraは tikaraの連濁形である可能性を考
慮する必要がある。
しかし，母音が iと uで一致しないので，第 1音節では i，第 1音節以外では uと反映される

母音が必要となる。3.3では，二重母音 *ioの再建を提案し，*ioを含む語の例として *iok- > ik-「行
く」を挙げた。ここで，「行く」を含むとされている（Martin 1987: 677）aruk-「歩く」を *ariok-

と再建すると，二重母音 *ioは第 1音節では i，第 1音節以外では uに変化するということになる。
この *iok-と *ariok-の再建に関しては，上代日本語の動詞接頭辞 i-（Vovin 2020: 505–512）と ari-

（Vovin 2020: 520–522）の存在も参考になる。
以上の議論から，「力」の祖形として *tiokaraを再建でき，この *ioの由来として，母音脱落仮

説の観点からは *tiokara < *tV̀jokaraのような第 1音節母音脱落を想定することができる。この
*tV̀jokaraの前半は tuyo-「強い」と一致するので，本稿では *tùjokara > *tjokara > *tiokara > tikara~ 

-ⁿdukaraを再建する。

3.7 子音連結 *jwと「病む」―*{r, j}uaの散発的な単純化

上代中央日本語 yamapî「病気」は，上代東国日本語に yumapî（万葉集 20.4382 下野）の例があ
り，nayam-「悩む」もまた上代東国日本語に nayum-（万葉集 14.3533 不明）が見られる。これら
の語は，「病む」の語根を含むものと考えられるが，「病む」の祖形として *jam-を再建すると，
yumapîや nayum-の yum-という形を説明することが難しい。
本稿では，上代中央日本語 para「原」と琉球祖語 *paro < *paruaの例を参考にし，*{r, j}uaの発

音が難しいことから，中央方言では *ua > a / {r, j}_の単純化が散発的に生じていると考える。上
代東国日本語には，*ua > uの例があるので，「病む」の祖形として *juam-を再建することによって，
中央方言の yam-と上代東国日本語の yum-の両方を説明できるようになる。更に，この *juam-

は *jowam-「弱くなる」の母音脱落形（*jòwam- > *jwam- > *juam-）であるという風に考えること
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ができる 10。

3.8 子音連結 *mnと「涙」―Lymanの法則の一般化

「涙」は，上代中央日本語において namîta~namîⁿdaの清濁交替を示す。na-の部分が ma-na「目
-gen」の母音脱落形に当たると仮定すると，（16）のようになる。

（16）  *mà-na-miNta > *mnamiNta > *mnamita~*namiNta > namîta~namîⁿda

この *mnamiNta > *mnamita~*namiNtaの交替は，Lymanの法則の一般化によって説明できる。
日琉祖語においては，Lymanの法則の背後に「一つの語の中に二つの *NC子音連結は許されない」
という音韻論的な制約があったと考えられる。連濁の場合は，一貫して前部要素と後部要素の間
の *Nを削除したほうが覚えやすいので，そのような法則として定着しただけで，本来は複数の
*NCのうち，どれを削除するかは特に決まっていなかったように思われる。また，*Cが阻害音
の場合だけではなく，鼻音である場合（*NN）も，*NC子音連結として数えられていた。
以上の仮定から，*mà-na-miNta > *mnamiNtaには 2つの *NC子音連結（*mn, *Nt）が含まれて

いるので，前者を残し後者を単純化した *mnamitaと，後者を残し前者を単純化した *namiNtaの
競合が予測され，上代中央日本語に実際見られる namîta~namîⁿdaの清濁交替を説明することがで
きる。また，濁音から始まる語が少ないことから，一般的に語頭の *NCを残した形より語中の
*NCを残した形が好まれていたことが推察でき，namîⁿdaのほうが現代日本語まで生き残った事
実と一致する。
「涙」の他に，このような Lymanの法則の一般化で説明できる語には timata「巷」と taᵑgimati「当
芸麻道」がある。Vovin（2020: 89）は，miti「道」を mi-tiの 2つの形態素に分析するしかない理
由としてこの 2語を挙げているが，timataは *mìti-n-mata「道-gen-股」> *mtinmataから語頭 *mt

の単純化，taᵑgimati「当芸麻道」も同様に固有名詞である taᵑgimaの原形を保持するために *-mìti 

> *-mti「道」の *mtのほうを単純化したと考えると，*mitiとその母音脱落形 *mìti > *mtiだけで
上記の 2語を説明することができる。

4. 母音脱落とアクセントの起源

いわゆる「式保存の法則」（金田一 1937）に定式化されるように，同一の語根を語頭に持つ語は，
同一の式（高起式または低起式）を持つ。しかし，母音脱落が想定される語の中には，母音脱落
によって高起式（A）から低起式（B）に変わっているように見える語が存在する。（17）の 4語
は，Martin（1987）の動詞の一覧に載っている CVp-の語幹を持つ動詞の中から，意味的に
*CVC-àp-に由来する可能性があるものである。

10 形容詞語幹 *jowas-からの派生として *jowas-ìm-を立てる場合，*juam-ap-i「病気」は *jòwas-ìm-ap-iの二重
母音脱落形になる。また，nayam-の前半が *muna-「胸」の母音脱落形 *mùna- > *mna-と考えると（*mùna-itas- 
> *mnaitas-? > neta-参照），*najuam-「悩む」は *mùna-jòwas-ìm-の三重母音脱落形になる。隣接する 2つの音
節の母音が脱落しない限り，一つの語の中で複数の母音が脱落することには，特に制限がないと思われる。
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（17）  a. kup- B「食べる」< *kur-àp-「食べる-iter」（cf. kurap- A）
   b. pap- B「這う」< *par-àp-「張る-iter」（cf. par- A）
   c. nup- B「縫う」< *nuk-àp-「抜く-iter」（cf. nuk- A）
   d.  köp- B「乞う」< *kər-àp-「伏す-iter」（cf. körös- A, koroᵐb- A, köyi- B?）

（17a）は，同じ意味を持つので，同根の可能性があることは自明である。（17b）は「這う」を
「体を伸ばすことを繰り返す（to stretch repeatedly）」，（17c）は「縫う」を「穴を開けることを繰
り返す（to pierce repeatedly）」と考えたもの，（17d）は「殺す」を逐語的には「伏させる」とい
う意味を持つ婉曲表現とし，「乞う」を「ひれ伏すことを繰り返す」と考えたものである。
（17）の 4語が実際母音脱落を経験しているという確証はないが，（17）の 4語を参考にして仮
説を立て，その仮説を検証することができる。まず，前提として，日琉祖語の母音脱落は強勢音
節の直前の非強勢音節の母音が脱落する体系とする 11。すると，2音節語幹を持つ高起式の動詞
は第 3音節（語尾第 1音節）に強勢を持ち，第 2音節の母音が脱落するということになる。一方
で，低起式の語の中には（17）のような式の逆転を示す語が見つからなかったことから，同様の
母音脱落は見られないことが期待される。以下では，Martin（1987）の動詞一覧の中から単音節
の語根に使役の *-as(ai)-がついたものに由来すると思われる動詞のデータをもってこの仮説を検
証する。*CVC-às(ai)- > CVs(e)-を「脱落形」，*CVC-as(ai)- > CVCas(e)-を「非脱落形」と呼ぶ。

（18）         高起式（14）
   脱落形（4）  hesu kasu tasu yoseru

   非脱落形（10） makasu mawasu narasu nukasu siraseru sukasu tirasu 

							       tukasu ukasu wakasu

          低起式（21）
   脱落形（1）  nasu

   非脱落形（20） akasu awaseru hukasu hurasu ikasu kamosu kirasu 

							       makasu mitasu morasu motasu nomasu owasu sekasu 

							       sorasu sumasu terasu tokasu toraseru/torasu wakasu

高起式の語は，14語のうち 4語が脱落形を持ち，21語のうち 1語だけが脱落形を持つ低起式
に比べて，極めて高い脱落率を示している。（17）の例とは違って，使役形は意味的な関連性が
話者にとっても自明であり，類推によって脱落した母音を挿入して復元することができる点を考
慮すると 12，高起式非脱落形の存在は高起式 2音節語幹動詞における母音脱落の反証にはならな
い。

11 第 1音節の母音脱落例があるので，逆に強勢音節の直後の非強勢音節が脱落するという規則を考慮するこ
とはできない。
12 （17）とは違って，（18）の高起式脱落形で式の逆転が生じないことも，類推による復元によるものと考え
られる。
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また，高起式 2音節語幹動詞の第 2音節母音脱落を想定すると，枕詞 yasumîsisiの sisiが説明で
きるという利点がある。枕詞 yasumîsisiは，『万葉集』では「八隅知之」「安見知之」と書かれるが，
「知」は tiを表す音仮名としての用法以外は，動詞 sir-「知る」を表すために使われているので，
当時の話者たちは sisiを sir-の活用形のように認識していたことがうかがえる。高起式の sir-に
1音節の接尾辞がついた語幹は，高起式 2音節語幹動詞の第 2音節母音脱落の対象であり，
ya-sumî sisi < *ja-sumi sir-às-i「8-隅 知る-hon-inf」を再建できる。
以上の議論に基づき，本稿では先日琉祖語（母音脱落が生じる前の段階）が強勢を持つ言語で
あり，先日琉祖語における強勢の配置が母音脱落を条件づけ，母音脱落後の強勢配置によって高
起式または低起式が付与されたというシナリオを提案する。

5. おわりに

本稿では，日琉祖語において母音脱落によって子音連結が生じる枠組みを提案し，語源説によっ
て母音脱落が想定される語の具体例を挙げながら，子音連結の反映について考察した。更に，母
音脱落規則の基礎的な検討から，先日琉祖語における強勢体系の可能性を提案した。
しかし，現時点では母音脱落の条件を完全に特定することができなかった。母音脱落仮説に基
づいたより厳密な論証を展開するためには，母音脱落規則の解明が必要である。また，本稿では
主に上代日本語の内的再建に基づいて議論を展開しているため，琉球諸語との比較によって再建
体系を検証するような研究が求められる。
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Consonant Clusters in Proto-Japonic
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Abstract
Proto-Japonic has traditionally been reconstructed as a language consisting mostly of simple open 
syllables of the CV structure. However, a careful internal reconstruction of Old Japanese, especially 
its adjective conjugations, suggests that Proto-Japonic must have undergone a diachronic vowel 
deletion process that resulted in a variety of consonant clusters. In this paper, I present a new 
reconstruction of several Proto-Japonic words, which enables them to be better etymologized. 
Furthermore, it is hypothesized that vowel deletion was conditioned by an earlier (pre-Proto-
Japonic) stress placement that later shifted to tonal register distinction.

Keywords: �Proto-Japonic, Old Japanese, internal reconstruction, vowel deletion, consonant clus-
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